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   
ういう目付きをしたときには憎んでいる，など）を読み取り，次に同じ種類の相手と遭遇し


















































































































































































































































































































































である（「君のあの行為は問題だ」といったふうに）。leap in the darkの性格が強いタイプ
の actionにはふさわしくない（「これから作戦行動に移る」とはいうが，「これから作戦






















んとうに勇気のいることである。それは，まさに leap in the darkなのだ（人への actionは常
に leap in the darkなのだろう）。人は相手がそういうことはしないとあらん限りに信じて跳
ぶのである。いや，正確に言えば，抱きしめるという action自体が，相手を信ずるという
actionなのだ ――〈信ずる〉ということは状態ではなく，performativeなものであるというこ
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